
BSCCOウィスカ十字接合を用いたテラヘルツ発振 

Terahertz emission by using a BSCCO cross-whisker junction 
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銅酸化物高温超伝導体中に内在する固有ジョセフソン接合(IJJ)を利用したテラヘルツ発振器

[1]は、幅広い周波数可変性をそなえた連続波発振が可能であり、またサブミリワット級出力[2]

も実証されているために将来有望である。このような超伝導テラヘルツ光源は従来、 浮遊帯域

溶融法で育成された Bi2Sr2CaCu2O8+δ (BSCCO)大型単結晶から作製されてきたが、我々は最近、

BSCCO ウィスカ結晶からのテラヘルツ発振に成功した[3]。ウィスカ結晶は 1) 従来の浮遊帯域

法に比べて簡便に育成でき、2) 結晶性に優れ、3) 結晶の形状そのものが発振素子形状(矩形メ

サ)に類似している点で有望な材料である。 

 今回、我々は BSCCO ウィスカ十字接合を用いたテラヘルツ発振素子を作製した。ウィスカ

十字接合は、2 本のウィスカを重ねた状態で熱処理を施すことで界面に形成される微細加工フリ

ーなジョセフソン接合素子である[4]。ウィスカ十字接合中に収束イオンビームを用いて固有ジ

ョセフソン接合素子を作製し、素子に電流バイアスを印加することによってテラヘルツ発振が

起きることを確認した。本講演では FT-IR分光結果も含めた発振の詳細を報告する。 

 

Fig.1 (a) A SIM image of the device and a schematic of the associated circuit. (b) The Current-Voltage curve of the 

mesa and the bolometer response at Tb = 50 K. 
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